
意見書案第５号 

 

 

ＯＴＣ類似薬の保険適用除外について慎重にされることを求める意見書の提出    

について 

 

 

上記の議案を宗像市議会会議規則第１４条第１項の規定により、次のとおり提出する。 

 

 

令和７年１２月１９日 

 

宗像市議会議長 岡本 陽子 様 

 

                    提出者 宗像市議会議員 神田 亜希子 

                   賛成者 宗像市議会議員 三島 隆由 

                       宗像市議会議員 田中 るみ子 

                       宗像市議会議員 花田 哲司 

 

 

提案理由 

ＯＴＣ類似薬の保険給付の在り方の見直しに際し、保険適用除外をしないことを含めて

慎重な検討を行われるよう、関係機関に意見書を提出するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出先 

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣  



ＯＴＣ類似薬の保険適用除外について慎重にされることを求める意見書（案） 

 

 ２０２５年６月１３日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針２０２５」に

「ＯＴＣ類似薬の保険給付の在り方の見直し」が明記された。これは、処方薬のうち一般用

医薬品と成分や効能が同じ薬剤、いわゆるＯＴＣ類似薬について健康保険の給付対象から

の除外を検討するものである。 

このＯＴＣ類似薬の保険給付の在り方の見直しについて、日本医師会は、国民の健康に対

する大きなリスクが生じ得るとして懸念を強く表明している。特に、保険適用除外によって

患者の経済的負担の増加が懸念され、長期間の治療を要する難病患者や障がい者、小児医療

における子育て世代の負担が深刻になることなどから、ＯＴＣ類似薬の保険適用を外すこ

とは断固反対と主張している。また、自己判断・自己責任での服用に伴う診断や治療導入の

遅れにより重症化につながるリスクがあることを指摘し、その上で、国民生活を支える基盤

として、「必要かつ適切な医療は保険診療により確保する」という国民皆保険制度の理念を

今後とも堅持すべきであり、保険の給付範囲を縮小すべきではないと強調している。 

また、難病患者の家族や日本アトピー協会などの当事者からも、保険適用の継続を求める

声が相次いで上がっている。 

よって、政府が、ＯＴＣ類似薬の保険給付の在り方の見直しに際し、その保険適用除外を

しないことを含めて慎重な検討を行われるよう強く要請する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 

   令和７年  月  日 

  

                    福岡県宗像市議会議長 岡本 陽子 


